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論文内容の要約（要旨） 
 
【目的】 舌扁平上皮癌においては、初診時早期(T1T2N0)にもかかわらず、後発頸部リンパ節移転をおこ
し予後不良となる症例が認められる。これまでにも予後因子を探索すべく多くの研究が行われてきたが、
結論には至っていない。そこで、大腸早期癌において採択されている”簇出“という病理因子を新規に解
析し、早期舌扁平上皮癌における予後因子を明らかにすることを本研究の目的とした。 
【方法】 2007〜15 年に当院にて初回根治治療を行った舌扁平上皮癌症例旧 cT1/2N0 64 例を解析対
象とした。Primary endpoint は、疾患特異的生存率 DSS (disease specific survival)、secondary endpoint
は粗生存率 OS (overall survival)、頸部リンパ節転移発生 NLM (neck lymph node metastasis)とし、術前と
術後評価因子から解析した。TNM 分類は、旧分類(第 7 版 AJCC)・新分類(第 8 版 AJCC)の両者を用い
た。簇出は、サイトケラチン免疫染色を用いて簇出数をカウントし、0〜4 個を Grade1、5〜9 個を Grade2、
10 個以上を Grade3 とし、TBG (tumor budding grade) として表記した。 
【結果】 全 64例の内訳は、cT1:2=18:46例、観察期間中央値は 43ヶ月、頸部リンパ節転移は 21例(33%)
に認め、最終転帰は死亡 16 例で、うち原病死は 11 例、他因死 5 例であった。TBG については
TBG1:2:3=43 例(67%):7 例(11%):14 例(22%)の分布であった。解析結果は、全体の DSS は 3 年 85%、5 年
78%、DSS に関する術後評価因子の単変量解析結果は、旧 pT (HR:5.39,p=0.01)、新 pT (HR:3.80, 
p=0.003)、pDiameter (HR4.86, p=0.04)、血管侵襲 (v) (HR:3.73, p=0.03)、TBG (HR:2.19, p=0.02), 病理
学的リンパ節転移 (pathological LN) (HR:5.65, p=0.01)に有意差を認めた。続く多変量解析の結果は
TBG のみが有意差を認め、TBG3 は NLM に関して OR 9.55 (95%CI 1.80-50.8, p=0.008)、DSS に関して 
HR 4.41 (95%CI 1.34-14.5, p=0.02)であった。 
【結論】 TBG3 は、NLM と DSS の多変量解析後の唯一な予後因子であり、TBG が早期口腔癌の予後因
子として重要であり、追加治療の指標となる可能性が示された。 
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